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もりで(hos demiourgos esomenos)学ばれるのではなく、教養のため(epi paideiai)、




































(ten psychen ten sautou paraschein therapeusai)ようとすることが一体に何をす
ることになるのか分かっているのか」 (312B7-C1)、そして「ソフィストとは何(何者)





































るか(pant'estin ta sa e eu e kakos prattein)は、その魂がすぐれたものになるか、









































































































































































































































られた注釈を参照されたい(C.C.W.Taylor: Plato Protagoras, revised edition, Oxford
























洋古典学研究』 XXXI, 1983, pp.132-135)である｡なお、上記の箇所は、 「素人であってはな
らない」という否定形であるが、 327C6でははっきりとこの事柄(アレテ-)の専門家











を語る箇所は数多くある｡ 322D2-3, 323A3-4, 324El, 327Al, 327A4などを参照されたい｡
(10)この点に関しては、前掲の拙稿「行為と知」とともに拙稿「『勇気』 -の問い-プラトン
『プロタゴラス』篇の問題-」 (『長崎大学教養部創立30周年記念論文集』、平成7年、 pp.341-
366)を参照のこと｡
(1997年6月16日受理)
